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当
社
は
、
も
の
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
機
械

加
工
、
そ
の
中
で
も
切
削
加
工
を
中
心
に
、
単

純
形
状
か
ら
複
雑
形
状
ま
で
の
部
品
製
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。
切
削
加
工
と
は
、
ド
リ
ル
や

エ
ン
ド
ミ
ル
と
呼
ば
れ
る
切
削
工
具
を
使
っ

て
金
属
な
ど
を
削
り
切
る
加
工
方
法
で
す
。 

　
平
成
１８
年
、
当
時
庄
内
で
は
珍
し
い
複
合

加
工
機
を
導
入
。
複
雑
か
つ
微
細
な
形
状
の

加
工
が
可
能
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
要
望
に
対

応
で
き
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
当
社
の
製

品
は
、
最
終
製
品
で
は
な
い
の
で
、
皆
さ
ん

の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で

す
が
、
そ
の
多
く
は
工
場
設
備
の
機
械
部
品

と
な
り
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
を
下
支
え
し

て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

  

　
当
社
に
は
、
こ
ん
な
部
品
や
こ
ん
な
道
具

を
造
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
難
し
い

仕
事
が
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
お

客
様
の
「
こ
ん
な
」
を
実
現
す
る
た
め
、
三

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
立
体
図
面

作
成
ソ
フ
ト
）
を
使
用
し
た
図
面
製
作
か
ら
、

加
工
、
時
に
は
組
み
立
て
ま
で
一
貫
し
た
も

の
づ
く
り
で
応
え
て
い
ま
す
。 

　
近
年
、
価
格
面
か
ら
多
く
の
企
業
が
海
外

に
部
品
製
造
拠
点
を
移
し
て
い
ま
す
が
、
当

社
は
、
社
員
が
国
家
技
能
検
定
資
格
を
取
得

す
る
な
ど
加
工
技
術
を
磨
き
、
地
元
酒
田
で

さ
ら
な
る
品
質
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

事務所

加工後の各種製品

［企業の概要］

アルミニウムの丸棒を加工した製品が出荷されるまでの工程

◆平成２２年６月に設立された「さかた技術者ネットワーク」。市内企業の若手技術
　者で構成されるメンバーが、企業が持つ優れた技術力や製品を紹介します。

昭和５１年創業。平成元年に株式会社に改め、
宮海に新工場が完成、移転、操業開始する。
以後、第二工場、第三工場が完成、それぞれ
操業を開始する。

商　　号：株式会社飯塚製作所
住　　所：宮海字中砂畑２７－２１
代 表 者：代表取締役

飯塚  俊悦
資 本 金：１，０００万円
従業員数：２３人
事業内容：部品製作

（一般・精密・微細切削加工）

治工具製作
小型省力化機械製作

産業クラスター創造事業
さかた技術者ネットワーク構成員

営業部

冨樫 寛さん

も
の
づ
く
り
の
基
礎
「
機
械
加
工
」

お
客
様
の
「
こ
ん
な
」
を
実
現

も く 

探 
の 

訪 

づ り 

株式会社飯塚製作所
今月は

材料調達（加工前のアルミニウムの丸棒）
複合加工機による切削加工
（工程のプログラミング）

三次元検査（測定器で精度を確認）完成品（複雑な形状に変身）
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